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福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

濱
　
田
　
沙
矢
佳

は
じ
め
に

　

福
井
県
小
浜
市
に
所
在
す
る
明
通
寺
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
創
建
と
の
縁
起

を
伝
え
る
寺
院
で
あ
る
。
本
堂
は
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
供
養
、
三
重
塔
は

文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
棟
上
げ
と
伝
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も
当
時
を
代
表
す
る

和
様
建
築
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
堂
に
は
、
須
弥
壇
中
央
の
厨

子
内
に
本
尊
で
あ
る
薬
師
如
来
坐
像
が
、
そ
の
向
か
っ
て
右
に
は
降
三
世
明
王

立
像
、
左
に
は
深
沙
大
将
立
像
の
そ
れ
ぞ
れ
巨
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
若
狭

地
方
を
代
表
す
る
仏
像
群
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
本
堂
須
弥
壇
上
に
は
、
降
三
世
明
王
立
像
、
深
沙
大
将
立
像
そ
れ

ぞ
れ
の
前
に
十
二
神
将
立
像
が
各
六
軀
ず
つ
、
計
十
二
軀
安
置
さ
れ
て
い
る
。

明
通
寺
伝
来
の
仏
像
の
中
で
も
、
こ
の
十
二
神
将
立
像
（
以
下
、
本
群
像
）
は

文
化
財
と
し
て
未
指
定
で
あ
り
、次
に
述
べ
る
二
〇
一
七
年
の
展
覧
会
ま
で
は
、

広
く
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
一
部
の
像
は
過
去
に
一
度
展

覧
会
へ
の
出
陳
歴
が
あ
り（

（
（

、
そ
の
図
録
の
作
品
解
説
で
芝
田
寿
朗
氏
は
「
そ
の

豊
か
な
表
情
や
動
き
の
あ
る
力
強
い
身
体
か
ら
、
同
じ
工
房
で
造
ら
れ
た
一
群

の
像
と
考
え
ら
れ
、
造
立
時
期
は
本
堂
が
建
立
さ
れ
た
頃
で
は
な
い
か
」
と
述

べ
、
本
群
像
を
一
具
の
作
と
み
な
し
た
う
え
で
、
十
三
世
紀
半
ば
の
明
通
寺
本

堂
建
立
頃
の
作
と
位
置
付
け
た（

（
（

。
こ
れ
が
本
群
像
の
先
行
研
究
と
し
て
は
唯
一

の
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
筆
者
は
、
二
〇
一
七
年
に
担
当
し
た
展
覧
会
（
（
（

に
お
い
て
、
改
め
て
本
群

像
を
展
示
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
本
群
像
の
一
具
性
及

び
制
作
年
代
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
踏
襲
し
て
紹
介
し
た
が
、
十
分
な
検
討
を

加
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
群
像
は
、
一
具
が
揃
う
中
世
の
十

二
神
将
像
の
作
例
と
し
て
、
ま
た
当
時
の
地
方
造
像
の
一
例
と
し
て
、
貴
重
な

作
例
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本
群
像
の
基
礎
情
報
を
整
理
し
た
う
え

で
、
作
風
と
制
作
年
代
、
及
び
明
通
寺
の
歴
史
に
お
け
る
位
置
付
け
を
考
察
す

る
。

日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
史
研
究
の
動
向
と
そ
の
展
望

―
宋
元
時
代
を
中
心
に
　
改
訂
増
補
版
（
上
）

―

小
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裕
　
充
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一　

諸
像
の
概
要

　

本
群
像
は
、頭
上
に
十
二
支
を
表
す
十
二
神
将
像
で
あ
る
。
法
量（
表
1
）は
、

像
高
が
一
〇
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
一
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

髪
際
高
は
最
も
小
さ
い
辰
神
像
が
八
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
そ

の
他
は
概
ね
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
り
、
髪
際
高
を
ほ
ぼ
三
尺
に
揃

え
て
い
る
。

　

明
通
寺
本
堂
で
は
、
本
群
像
は
向
か
っ
て
右
か
ら
十
二
支
の
順
に
配
置
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
向
か
っ
て
右
の
壇
上
（
本
尊
か
ら
見
て
左
、
降
三
世
明

王
立
像
の
前
）
に
子
神
像
、
丑
神
像
、
寅
神
像
、
卯
神
像
、
辰
神
像
、
巳
神
像

の
六
軀
が
、
同
じ
く
左
の
壇
上
（
同
右
、
深
沙
大
将
立
像
の
前
）
に
午
神
像
、

未
神
像
、
申
神
像
、
酉
神
像
、
戌
神
像
、
亥
神
像
の
六
軀
が
、
そ
れ
ぞ
れ
前
後

二
列
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
七
年
の
展
覧
会
へ
の
出
陳
に
あ
た
り
、
各
像
の
江
戸
時
代
の
後
補
と

み
ら
れ
る
岩
座
裏
に
そ
れ
ぞ
れ
十
二
支
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
が
、
従
来
十
二

支
の
順
で
寅
の
位
置
に
安
置
さ
れ
て
い
た
像
の
台
座
裏
に
「
戌
」
の
墨
書
が
、

同
じ
く
戌
の
位
置
に
安
置
さ
れ
て
い
た
像
の
台
座
裏
に
「
寅
」
の
墨
書
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
軀
の
安
置
場
所
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
本
稿
で
は
、
以
下
台
座
裏
墨
書
銘
に
従
っ
て
各
像
の
名
称
を
記
述
す
る（

（
（

。

な
お
、
展
覧
会
終
了
後
は
、
墨
書
銘
に
従
い
寅
と
戌
を
正
し
い
位
置
に
戻
し
て

い
る
（
表
2
）。

　
　
　

形
状

子
神
像
（
図
1
・
2
）

　

頭
上
に
標
幟
（
子
）
を
あ
ら
わ
す
。
炎
髪
を
左
右
こ
め
か
み
上
方
及
び
後
頭

部
に
あ
ら
わ
す
。
髪
は
炎
髪
疎
ら
彫
り
、
他
は
平
彫
り
と
す
る
。
天
冠
台
（
背

面
で
下
か
ら
紐
二
条
、
無
文
帯
）・
宝
冠
・
冠
繒
を
着
け
る
。
瞋
目
。
開
口
し

上
下
歯
列
、
舌
を
あ
ら
わ
す
。
大
袖
衣
・
鰭
袖
衣
・
裙
・
袴
を
着
け
、
着
甲
（
襟

甲
・
肩
甲
・
胸
甲
・
下
甲
・
表
甲
・
前
楯
・
脛
当
。
た
だ
し
後
世
の
表
面
仕
上

げ
の
た
め
一
部
判
然
と
し
な
い
箇
所
が
あ
る
。
以
下
同
じ
）
し
、
背
面
に
獣
皮

を
着
け
、
甲
締
具
・
腹
帯
・
腰
帯
で
締
め
る
。
腹
帯
の
正
面
中
央
に
結
び
目
を

あ
ら
わ
す
。
天
衣
は
正
面
を
Ｕ
字
状
に
わ
た
り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
ら
め
て
両

端
を
両
体
側
に
垂
ら
す
。
沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
五
指
を
軽
く
曲

げ
な
が
ら
左
斜
め
前
に
出
し
て
持
物
（
斧
）
の
先
に
添
え
、
右
手
は
腹
前
で
持

物
の
柄
を
握
る
。
斜
め
右
を
向
き
、
腰
を
右
に
捻
り
、
左
足
を
開
い
て
岩
座
上

に
立
つ
。

丑
神
像
（
図
3
・
4
）

　

頭
上
に
標
幟
（
丑
）
を
あ
ら
わ
す
。
炎
髪
を
左
右
こ
め
か
み
上
方
、
両
耳
後

ろ
及
び
後
頭
部
に
あ
ら
わ
す
。
髪
は
、
左
右
こ
め
か
み
上
方
及
び
左
耳
後
ろ
の

炎
髪
疎
ら
彫
り
、他
は
平
彫
り
と
す
る
。
天
冠
台
（
正
面
で
は
下
か
ら
紐
二
条
、
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い
て

列
弁
、
中
央
に
花
文
。
背
面
で
は
無
文
帯
一
条
）・
冠
繒
を
付
け
る
。
瞋
目
。

閉
口
。
大
袖
衣
（
先
端
を
括
る
）・
鰭
袖
衣
・
裙
・
袴
を
着
け
、
着
甲
（
襟
甲
・

肩
甲
・
胸
甲
・
下
甲
・
表
甲
・
前
楯
・
脛
当
）
し
、
背
面
に
獣
皮
を
着
け
、
甲

締
具
・
腰
帯
で
締
め
る
。
天
衣
は
正
面
を
Ｕ
字
状
に
わ
た
り
、
腰
帯
の
左
右
に

か
ら
め
て
両
端
を
両
体
側
に
垂
ら
す
。
沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
腹

前
で
五
指
を
握
っ
て
持
物
（
剣
）
を
執
り
、
右
手
は
掌
を
前
に
し
て
立
て
五
指

を
伸
ば
し
、
左
手
首
上
に
添
え
る
。
斜
め
右
を
向
き
、
腰
を
右
に
捻
り
、
左
足

を
開
い
て
岩
座
上
に
立
つ
。

寅
神
像
（
図
5
・
6
）

　

頭
上
に
標
幟
（
寅
）
を
あ
ら
わ
す
。
炎
髪
を
左
右
こ
め
か
み
上
方
及
び
後
頭

部
に
あ
ら
わ
す
。
髪
は
、
左
右
こ
め
か
み
上
方
の
炎
髪
疎
ら
彫
り
、
他
は
平
彫

り
と
す
る
。
宝
冠
・
冠
繒
を
着
け
る
。
瞋
目
。
閉
口
し
、
上
歯
列
で
下
唇
を
噛

む
。
大
袖
衣
・
鰭
袖
衣
・
裙
・
袴
を
着
け
、
着
甲
（
襟
甲
な
い
し
領
巾
・
肩
甲
・

胸
甲
・
下
甲
・
表
甲
・
前
楯
・
籠
手
・
脛
当
）。
背
面
に
獣
皮
を
着
け
、
甲
締
具
・

腹
帯
・
腰
帯
で
締
め
る
。
腹
帯
の
正
面
に
結
び
目
を
あ
ら
わ
す
。
天
衣
は
正
面

を
Ｕ
字
状
に
わ
た
り
、腰
帯
の
左
右
に
か
ら
め
て
両
端
を
両
体
側
に
垂
ら
す（
写

真
で
は
左
端
を
外
し
て
あ
る
）。
沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
五
指
を

伸
ば
し
、掌
を
斜
め
前
方
に
向
け
て
腹
前
に
構
え
、右
手
は
腰
脇
で
五
指
を
握
っ

て
持
物
（
剣
）
を
執
る
。
正
面
を
向
き
、
腰
を
右
に
捻
り
、
左
足
を
開
い
て
岩

座
上
に
立
つ
。

卯
神
像
（
図
7
・
8
）

　

兜
（
頂
上
に
標
幟
〔
卯
〕
を
あ
ら
わ
す
）
を
被
る
。
瞋
目
。
開
口
し
、
上
歯

列
、
舌
を
あ
ら
わ
す
。
大
袖
衣
・
鰭
袖
衣
・
裙
・
袴
を
着
け
、
着
甲
（
襟
甲
・

肩
甲
・
胸
甲
・
下
甲
・
表
甲
・
前
楯
〔
上
部
は
如
意
頭
形
、
下
部
は
三
頭
形
〕・

籠
手
・
脛
当
）。
背
面
に
獣
皮
を
着
け
、
甲
締
具
・
腰
帯
で
締
め
る
。
天
衣
は

正
面
を
Ｕ
字
状
に
わ
た
り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
ら
め
て
両
端
を
両
体
側
に
垂
ら

す
。
沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
掌
を
前
に
し
て
立
て
て
五
指
を
伸
ば

し
、
右
手
は
腰
脇
で
掌
を
内
に
向
け
、
五
指
を
握
る
。
正
面
を
向
き
、
腰
を
左

に
捻
り
、
右
足
を
開
い
て
岩
座
上
に
立
つ
。

辰
神
像
（
図
9
・
10
）

　

兜
（
頂
上
に
標
幟
〔
辰
〕
を
あ
ら
わ
す
）
を
被
る
。
瞋
目
。
閉
口
。
鰭
袖
衣
・

裙
・
袴
を
着
け
、
着
甲
（
肩
甲
・
胸
甲
・
表
甲
・
前
楯
・
籠
手
・
脛
当
）。
首

元
で
甲
の
下
か
ら
内
衣
の
端
を
表
に
出
し
て
た
る
ま
せ
る
。
背
面
に
獣
皮
を
着

け
、
甲
締
具
・
腰
帯
で
締
め
る
。
天
衣
は
正
面
を
わ
た
ら
ず
、
腰
帯
の
左
右
に

か
ら
め
て
両
端
を
両
体
側
に
垂
ら
す
。
沓
を
履
く
。
腹
に
法
螺
貝
を
付
け
る
。

左
手
は
肘
を
軽
く
曲
げ
な
が
ら
垂
下
し
、
左
大
腿
部
前
で
掌
を
下
に
向
け
て
五

指
を
握
り
、
右
手
は
屈
臂
し
て
五
指
を
伸
ば
し
て
右
腰
に
当
て
る
。
斜
め
右
を

向
き
、
腰
を
左
に
捻
り
、
右
足
を
開
い
て
岩
座
上
に
立
つ
。
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巳
神
像
（
図
11
・
12
）

　

頭
上
に
標
幟
（
巳
）
を
あ
ら
わ
す
。
炎
髪
を
左
右
こ
め
か
み
上
方
及
び
後
頭

部
に
あ
ら
わ
す
。
髪
は
、
左
右
こ
め
か
み
上
方
の
炎
髪
は
疎
ら
彫
り
、
他
は
平

彫
り
と
す
る
。
宝
冠
・
冠
繒
を
付
け
る
。
瞋
目
。
閉
口
。
大
袖
衣
（
先
端
を
括

る
）・
鰭
袖
衣
・
裙
・
袴
を
着
け
、
着
甲
（
襟
甲
・
肩
甲
・
胸
甲
・
下
甲
・
表
甲
・

前
楯
・
帯
喰
・
脛
当
）。
背
面
に
獣
皮
を
着
け
、
甲
締
具
・
腹
帯
・
腰
帯
で
締

め
る
。
天
衣
は
正
面
を
Ｕ
字
状
に
わ
た
り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
ら
め
て
両
端
を

両
体
側
に
垂
ら
す
。
沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
掌
を
上
に
向
け
第
一

指
を
曲
げ
て
他
指
を
伸
ば
し
、
右
手
は
掌
を
下
に
向
け
て
五
指
を
握
る
。
正
面

を
向
き
、
腰
を
左
に
捻
り
、
右
足
を
開
い
て
岩
座
上
に
立
つ
。

午
神
像
（
図
13
・
14
）

　

頭
上
に
標
幟
（
午
）
を
あ
ら
わ
す
。
炎
髪
を
左
右
こ
め
か
み
上
方
、
両
耳
後

ろ
及
び
後
頭
部
に
あ
ら
わ
す
。
髪
は
、
左
右
こ
め
か
み
上
方
及
び
両
耳
後
ろ
の

炎
髪
疎
ら
彫
り
、他
は
平
彫
り
と
す
る
。
宝
冠
・
冠
繒
を
付
け
る
。
天
冠
台
（
背

面
で
下
か
ら
紐
二
条
、
無
文
帯
）
を
付
け
る
。
瞋
目
。
閉
口
。
搾
袖
衣
・
鰭
袖

衣
・
裙
・
袴
を
着
け
、
着
甲
（
襟
甲
・
肩
甲
・
胸
甲
・
下
甲
・
表
甲
・
腰
甲
・

帯
喰
・
籠
手
・
脛
当
）。
背
面
に
獣
皮
を
着
け
、
甲
締
具
・
腰
帯
で
締
め
る
。

天
衣
は
正
面
を
Ｕ
字
状
に
わ
た
り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
ら
め
て
両
端
を
両
体
側

に
垂
ら
す
。
沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
腹
前
で
掌
を
下
に
向
け
て
五

指
を
握
り
、
右
手
は
腰
脇
で
掌
を
上
に
向
け
て
第
一
・
三
・
四
・
五
指
を
捻
じ
、

第
二
指
を
伸
ば
し
て
持
物
（
未
敷
蓮
華
）
を
執
る
。
顔
を
斜
め
左
に
向
け
、
腰

を
左
に
捻
り
、
右
足
を
斜
め
前
に
出
し
て
岩
座
上
に
立
つ
。

未
神
像
（
図
15
・
16
）

　

頭
上
に
標
幟
（
未
）
を
あ
ら
わ
す
。
炎
髪
を
左
右
こ
め
か
み
上
方
及
び
後
頭

部
に
あ
ら
わ
す
。
髪
は
、
左
右
こ
め
か
み
上
方
の
炎
髪
疎
ら
彫
り
、
他
は
平
彫

り
と
す
る
。
宝
冠
・
冠
繒
を
付
け
る
。
天
冠
台
（
背
面
で
下
か
ら
紐
二
条
、
無

文
帯
）
を
付
け
る
。
瞋
目
。
開
口
し
、
上
下
歯
列
、
舌
を
あ
ら
わ
す
。
大
袖
衣
・

鰭
袖
衣
・
裙
・
袴
を
着
け
、
着
甲
（
襟
甲
・
肩
甲
・
胸
甲
・
下
甲
・
表
甲
・
前

楯
・
籠
手
・
脛
当
）。
背
面
に
獣
皮
を
着
け
、
甲
締
具
・
腹
帯
・
腰
帯
で
締
め
る
。

天
衣
は
正
面
を
Ｕ
字
状
に
わ
た
り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
ら
め
て
両
端
を
両
体
側

に
垂
ら
す
。
沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
腹
前
で
掌
を
前
に
し
て
立
て

五
指
を
伸
ば
し
、
右
手
は
五
指
を
握
り
掌
を
内
に
向
け
、
右
腰
の
斜
め
前
で
持

物
（
独
鈷
杵
）
を
執
る
。
顔
を
斜
め
左
に
向
け
、
腰
を
左
に
捻
り
、
右
足
を
斜

め
前
に
出
し
て
岩
座
上
に
立
つ
。

申
神
像
（
図
17
・
18
）

　

頭
上
に
標
幟
（
申
）
を
あ
ら
わ
す
。
炎
髪
を
左
右
こ
め
か
み
上
方
及
び
後
頭

部
に
あ
ら
わ
す
。
髪
は
、
左
右
こ
め
か
み
上
方
の
炎
髪
は
疎
ら
彫
り
、
他
は
平

彫
り
と
す
る
。
宝
冠
・
冠
繒
を
付
け
る
。
瞋
目
。
閉
口
。
大
袖
衣
・
鰭
袖
衣
・
裙
・

袴
を
着
け
、
着
甲
（
襟
甲
な
い
し
領
巾
・
肩
甲
・
胸
甲
・
下
甲
・
表
甲
・
前
楯
・
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福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

帯
喰
・
籠
手
・
脛
当
）。
背
面
に
獣
皮
を
着
け
、
甲
締
具
・
腹
帯
・
腰
帯
で
締

め
る
。
天
衣
は
正
面
を
Ｕ
字
状
に
わ
た
り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
ら
め
て
両
端
を

両
体
側
に
垂
ら
す
。
沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
五
指
を
伸
ば
し
て
掌

を
腰
に
当
て
、
右
手
は
頭
部
右
横
に
挙
げ
て
五
指
を
握
り
、
持
物
（
戟
）
を
執

る
。
顔
を
斜
め
左
に
向
け
、
腰
を
左
に
捻
り
、
右
足
を
斜
め
前
に
出
し
て
岩
座

上
に
立
つ
。

酉
神
像
（
図
19
・
20
）

　

兜
（
頂
上
に
標
幟
〔
酉
〕
を
あ
ら
わ
す
）
を
被
る
。
瞋
目
。
閉
口
。
鰭
袖
衣
・

裙
・
袴
を
着
け
、
着
甲
（
襟
甲
・
肩
甲
・
胸
甲
・
下
甲
・
表
甲
・
前
楯
・
籠
手
・

脛
当
）。
背
面
に
獣
皮
を
着
け
、
甲
締
具
・
腹
帯
・
腰
帯
で
締
め
る
。
天
衣
は

正
面
を
Ｕ
字
状
に
わ
た
り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
ら
め
て
両
端
を
両
体
側
に
垂
ら

す
（
写
真
で
は
外
し
て
あ
る
）。
沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
五
指
を

伸
ば
し
、
第
五
指
を
左
大
腿
部
側
面
に
当
て
て
掌
を
斜
め
内
側
に
向
け
、
右
手

は
掌
を
下
に
向
け
て
腹
前
で
五
指
を
握
る
。
顔
を
斜
め
左
に
向
け
、
腰
を
右
に

捻
り
、
左
足
を
開
い
て
岩
座
上
に
立
つ
。

戌
神
像
（
図
21
・
22
）

　

頭
上
に
標
幟
（
戌
）
を
あ
ら
わ
す
。
炎
髪
。
髪
は
、
炎
髪
及
び
左
右
こ
め
か

み
横
の
地
髪
疎
ら
彫
り
、
他
は
平
彫
り
と
す
る
。
宝
冠
・
冠
繒
を
付
け
る
。
天

冠
台
（
紐
二
条
）
を
付
け
る
。
瞋
目
。
開
口
し
、上
下
歯
列
を
あ
ら
わ
す
。
裙
・

袴
を
着
け
、
着
甲
し
た
上
に
半
袖
の
貫
頭
衣
を
ま
と
い
、
甲
締
具
と
腰
帯
で
締

め
、
そ
の
上
か
ら
襟
甲
を
着
け
る
。
腰
帯
の
正
面
に
結
び
目
を
あ
ら
わ
す
。
天

衣
は
正
面
を
わ
た
ら
ず
、腰
帯
の
左
右
に
か
ら
め
て
両
端
を
両
体
側
に
垂
ら
す
。

沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
肘
を
軽
く
曲
げ
な
が
ら
腹
前
に
下
ろ
し
、

掌
を
下
に
向
け
て
五
指
を
握
る
。
右
手
は
肘
を
右
腰
側
方
の
位
置
で
曲
げ
、
掌

を
内
に
向
け
右
腰
脇
で
五
指
を
握
る
。
顔
を
正
面
に
向
け
、
腰
を
左
に
捻
り
、

右
足
を
開
い
て
岩
座
上
に
立
つ
。

亥
神
像
（
図
23
・
24
）

　

頭
上
に
標
幟
（
亥
）
を
あ
ら
わ
す
。
炎
髪
を
左
右
こ
め
か
み
上
方
、
両
耳
後

ろ
及
び
後
頭
部
に
あ
ら
わ
す
。
髪
は
、左
右
こ
め
か
み
上
方
の
炎
髪
疎
ら
彫
り
、

他
は
平
彫
り
と
す
る
。
宝
冠
・
冠
繒
を
付
け
る
。
瞋
目
。
閉
口
。
大
袖
衣
・
鰭

袖
衣
・
裙
・
袴
を
着
け
、
着
甲
（
襟
甲
な
い
し
領
巾
・
肩
甲
・
胸
甲
・
下
甲
・

表
甲
・
前
楯
・
脛
当
）。
背
面
に
獣
皮
を
着
け
、
甲
締
具
・
腰
帯
で
締
め
る
。

天
衣
は
正
面
を
Ｕ
字
状
に
わ
た
り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
ら
め
て
両
端
を
両
体
側

に
垂
ら
す
。
沓
を
履
く
。
両
手
屈
臂
し
、
左
手
は
第
一
・
三
・
四
指
を
捻
じ
、

他
指
を
伸
ば
し
て
掌
を
前
に
し
て
立
て
、
右
手
は
肘
を
右
腰
側
方
の
位
置
で
曲

げ
、
五
指
を
握
っ
て
持
物
（
独
鈷
杵
）
を
執
り
右
斜
め
前
に
構
え
る
。
顔
を
斜

め
右
に
向
け
、
腰
を
左
に
捻
り
、
右
足
を
開
い
て
岩
座
上
に
立
つ
。
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品
質
構
造

　

各
像
と
も
木
造
彩
色
。
一
木
造
り
。
頭
体
幹
部
は
頂
上
標
幟
を
含
め
一
材
製
。

内
刳
り
な
し
。
面
部
を
矧
ぎ
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。
表
面
彩
色
の
た
め
、
樹
種

や
木
芯
の
位
置
、
そ
の
他
の
構
造
の
詳
細
は
不
明
。
両
手
は
基
本
的
に
肩
、
手

首
で
矧
ぎ
、
一
部
の
像
は
肘
（
子
神
像
）
や
袖
先
（
子
神
像
〔
右
大
袖
先
〕）、

腹
帯
の
結
び
目
（
子
神
像
・
寅
神
像
）
等
を
矧
ぐ
。
装
身
具
各
金
属
製
の
別
材

製
。
持
物
各
木
製
の
別
材
製
。
背
面
上
半
身
に
、
頭
光
の
枘
を
差
し
込
む
た
め

の
別
材
製
の
受
け
（
中
央
に
数
字
（
（
（

を
陰
刻
す
る
）
を
設
け
る
。

　
　
　

保
存
状
態

　

各
像
と
も
玉
眼
、
装
身
具
、
持
物
、
腰
脇
か
ら
体
側
に
垂
ら
す
天
衣
、
背
面

の
頭
光
の
枘
を
差
し
込
む
た
め
の
受
け
、
表
面
彩
色
の
全
て
、
光
背
、
台
座
が

後
補
で
あ
る
。
そ
の
他
の
主
な
後
補
、
欠
失
等
箇
所
は
以
下
の
と
お
り
。

子
神
像　

右
の
大
袖
先
、
胸
甲
の
花
形
飾
り
、
腹
帯
の
結
び
目
、
以
上
後
補
。

左
手
の
第
二
指
先
欠
失
。

丑
神
像　

丑
の
角
新
補
。
右
耳
後
ろ
の
炎
髪
欠
失
。

寅
神
像　

左
手
第
一
指
先
欠
失
。
同
第
五
指
後
補
。
胸
甲
の
花
形
飾
り
、
腹
帯

の
結
び
目
、
以
上
後
補
。

卯
神
像　

左
胸
甲
の
花
形
飾
り
後
補
。
右
胸
甲
の
花
形
飾
り
亡
失
。

辰
神
像　

腹
部
に
付
け
る
法
螺
貝
後
補
。
両
腕
は
そ
れ
ぞ
れ
背
面
の
体
幹
部
と

の
矧
ぎ
目
に
欠
失
が
あ
る
。
さ
ら
に
右
腕
上
方
の
体
幹
部
と
の
接
合
部
に
も
欠

失
が
あ
る
。

巳
神
像　

胸
甲
の
花
形
飾
り
後
補
。

午
神
像　

左
胸
甲
の
左
縁
が
欠
損
す
る
。
左
腕
の
体
幹
部
と
の
接
合
部
正
面
、

背
面
に
そ
れ
ぞ
れ
補
修
痕
が
あ
る
。

未
神
像　

左
手
第
三
指
先
欠
失
。
胸
甲
の
花
形
飾
り
後
補
。
背
面
で
は
左
腕
の

矧
ぎ
目
に
マ
チ
材
を
補
う
。
右
こ
め
か
み
上
方
の
炎
髪
の
左
端
に
後
補
材
を
補

う
。

申
神
像　

胸
甲
の
花
形
飾
り
候
補
。

酉
神
像　

胸
甲
の
花
形
飾
り
後
補
。
背
面
腰
中
央
に
後
補
材
を
補
う
。
背
面
中

央
や
や
右
に
、
頭
部
か
ら
裙
裾
に
か
け
て
、
縦
方
向
の
干
割
れ
を
補
修
し
た
と

み
ら
れ
る
痕
跡
が
あ
る
。

戌
神
像　

右
手
第
一
指
欠
失
。

亥
神
像　

両
耳
後
ろ
の
炎
髪
表
面
を
平
滑
に
彫
り
直
す
か
。

二　

一
具
性
の
検
討

　

本
群
像
の
法
量
（
表
1
）
は
、
辰
神
像
以
外
の
十
一
軀
は
す
べ
て
髪
際
高
が

三
尺
程
度
に
揃
っ
て
い
る
。
像
高
は
い
ず
れ
も
三
尺
四
寸
七
分
（
午
神
像
）
か

ら
三
尺
六
寸
八
分
（
卯
神
像
）
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
お
り
、
同
一
の
規
格
で
作

ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
辰
神
像
は
髪
際
高
が
他
の
像
よ
り
や
や
小
さ
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福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

い
が
、
像
高
は
他
の
像
と
同
程
度
で
あ
り
、
頭
上
に
細
長
い
辰
頭
を
載
せ
る
像

容
で
他
と
像
高
を
揃
え
た
た
め
に
、
髪
際
高
は
や
や
小
振
り
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

各
像
と
も
頭
体
幹
部
を
一
木
で
彫
出
す
る
が
、
い
ず
れ
も
頭
上
の
十
二
支
の

標
幟
ま
で
を
像
本
体
と
同
材
で
作
り
出
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
か
十
二
支
は
す

べ
て
大
振
り
に
作
ら
れ
て
い
る
。
標
幟
を
付
け
る
十
二
神
将
像
の
作
例
は
平
安

時
代
中
期
か
ら
後
期
頃
に
現
れ
た
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が（

（
（

、
標
幟
は

本
体
と
は
別
材
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
現
状
で
は
後
補
の
も
の
に
変

わ
っ
て
い
た
り
、
失
わ
れ
て
い
た
り
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
中
で
本

群
像
は
、
造
像
当
初
の
標
幟
を
全
て
留
め
て
い
る
点
が
特
筆
さ
れ
る
。
内
刳
り

を
施
さ
な
い
構
造
も
十
二
軀
に
共
通
し
て
い
る
。

　

表
現
に
も
各
像
に
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
動
き
を
抑
え
た
大
人

し
い
体
勢
で
、
頭
部
が
や
や
大
き
め
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
鼻
は
各
像

と
も
鼻
翼
が
張
っ
て
丸
み
が
あ
る
形
状
が
類
似
し
て
い
る
。
戌
神
像
以
外
の
炎

髪
の
あ
る
像
は
そ
の
形
状
、
な
ら
び
に
耳
の
上
半
が
炎
髪
で
隠
れ
る
と
い
う
表

現
も
共
通
す
る
。
着
衣
表
現
で
は
、
裙
裾
の
形
状
に
共
通
性
が
あ
る
。
裙
裾
は

各
像
と
も
さ
ほ
ど
翻
ら
ず
に
垂
下
し
、
脛
の
高
さ
で
左
右
に
少
し
広
が
っ
て
、

裾
先
が
丸
く
垂
れ
る
（
図
26
・
28
・
31
）。
裙
裾
背
面
の
衣
文
の
有
無
と
い
っ

た
差
は
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
形
状
は
同
じ
で
あ
る
。
沓
の
形
も
、
細
部
の

意
匠
に
は
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
足
先
全
体
を
丸
く
包
む
基
本
的
な
形
は
共
通

し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
群
像
の
間
に
は
法
量
や
構
造
、
表
現
に
大
ま
か
な
共
通
性

が
見
て
取
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
像
を
見
比
べ
る
と
作
風
に
は
若
干
の

幅
が
あ
り
、
次
に
示
す
よ
う
に
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。

　
　
　

Ⅰ　

子
神
像
（
図
1
）・
丑
神
像
（
図
3
）・
午
神
像
（
図
13
）

　

こ
の
三
軀
は
、
十
二
軀
の
中
で
も
特
に
優
れ
た
出
来
映
え
で
あ
る
。
体
つ
き

は
細
身
で
引
き
締
ま
り
、
腰
を
自
然
に
捻
っ
て
立
つ
。
側
面
（
図
25
）
を
見
る

と
、
肩
を
引
き
、
腹
を
少
し
突
き
出
し
て
立
ち
、
前
後
に
も
奥
行
き
が
あ
る
。

着
衣
表
現
も
細
や
か
に
な
さ
れ
、
甲
の
各
部
を
適
切
に
彫
出
す
る
。
裙
裾
の
側

面
に
は
曲
線
的
な
衣
文
が
刻
ま
れ
、
衣
の
柔
ら
か
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
子

神
像
と
午
神
像
に
は
裙
の
背
面
（
図
26
）
に
Ｕ
字
型
の
衣
文
が
表
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
衣
文
は
他
の
十
軀
に
は
な
い
。
さ
ら
に
子
神
像
（
図
2
）
は
、
後
頭

部
の
炎
髪
正
面
に
も
髪
筋
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
子
神
像
以
外
の
十
一

軀
に
は
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
る
。

　

引
き
締
ま
っ
た
顔
（
図
2
・
4
・
14
）
に
は
眉
や
頬
の
筋
肉
の
動
き
が
表
さ

れ
、
生
動
感
の
あ
る
表
情
を
し
て
い
る
。

　
　
　

Ⅱ　

寅
神
像
（
図
5
）・
未
神
像
（
図
15
）・

�

申
神
像
（
図
17
）・
酉
神
像
（
図
19
）

　

こ
の
四
軀
は
、
細
身
の
体
軀
や
甲
制
の
表
現
は
基
本
的
に
Ⅰ
に
通
ず
る
が
、

動
き
に
は
少
し
硬
さ
が
あ
り
、
甲
制
の
一
部
に
や
や
あ
い
ま
い
な
点
も
見
受
け
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ら
れ
る
。
側
面
観
（
図
27
）
で
は
前
後
へ
の
動
き
に
乏
し
い
。
裙
の
側
面
の
衣

文
は
直
線
的
で
、
Ⅰ
ほ
ど
布
の
動
き
や
柔
ら
か
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
裙

の
背
面
（
図
28
）
に
は
子
神
像
や
午
神
像
の
よ
う
な
Ｕ
字
型
衣
文
は
表
さ
れ
ず
、

表
面
が
平
ら
に
整
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
顔
の
表
情
（
図
6
・
16
・
18
・

20
）
も
や
や
硬
い
。

　

な
お
申
神
像
は
像
の
奥
行
き
が
極
端
に
薄
く
（
図
29
）、
十
二
軀
の
中
で
も

や
や
異
質
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
面
観
で
の
細
身
の
体
軀
表
現
や
、
や
や
硬
さ

の
あ
る
表
情
、
眉
や
頬
な
ど
の
筋
肉
の
表
し
方
が
寅
・
未
・
酉
神
像
に
通
ず
る

こ
と
か
ら
、
本
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
。

　
　
　

Ⅲ　

卯
神
像
（
図
7
）・
辰
神
像
（
図
9
）・
巳
神
像
（
図
11
）・

�

戌
神
像
（
図
21
）・
亥
神
像
（
図
23
）

　

こ
の
五
軀
は
Ⅰ
、
Ⅱ
の
像
と
比
べ
て
い
ず
れ
も
体
軀
が
太
作
り
で
、
肩
幅
が

広
く
、
腰
も
さ
ほ
ど
締
ま
ら
ず
体
軀
に
抑
揚
が
少
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
腰
を
左
に

捻
っ
て
立
つ
が
、
そ
の
姿
勢
も
五
軀
の
間
で
類
似
し
て
い
る
。
側
面
観
（
図

30
）
は
い
ず
れ
も
奥
行
き
が
あ
る
が
、
前
後
へ
の
動
き
に
は
乏
し
い
。
裙
は
翻

ら
ず
直
線
的
に
垂
下
す
る
。
甲
の
表
現
は
、
Ⅰ
・
Ⅱ
に
比
べ
て
そ
の
細
部
を
省

略
し
が
ち
で
あ
る
。
Ⅰ
に
比
べ
、
丸
く
張
っ
て
筋
肉
の
抑
揚
が
少
な
い
顔
つ
き

（
図
8
・
10
・
12
・
22
・
24
）
も
五
軀
を
通
し
て
よ
く
似
て
い
る
。

　

先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
十
二
軀
の
間
で
は
法
量
や
構
造
、
各
部
分
の
表
現

に
全
体
と
し
て
統
一
感
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
来
一
具
の
作
と
み
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
表
現
の
一
部
に
は
以
上
の
よ
う
な
相
違
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
制
作

年
代
を
異
に
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
同
時
代
の
作
な
が
ら
も
複
数
の
仏
師
に
よ

る
分
担
制
作
が
行
わ
れ
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
群
像
制
作

に
複
数
の
仏
師
、
特
に
中
央
仏
師
と
在
地
仏
師
が
分
業
し
た
可
能
性
の
あ
る
作

例
は
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
本
群
像
も
そ
う
し
た
環
境
で
制
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

三　

制
作
年
代
の
検
討

　

本
群
像
は
、
須
弥
壇
上
に
共
に
安
置
さ
れ
て
い
る
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
、
降

三
世
明
王
立
像
、深
沙
大
将
立
像
の
三
軀
と
は
作
風
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

薬
師
如
来
坐
像
、
降
三
世
明
王
立
像
、
深
沙
大
将
立
像
の
三
軀
は
い
ず
れ
も
平

安
時
代
後
期
（
十
一
～
十
二
世
紀
）
の
作
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
薄
手
の
着
衣

表
現
や
浅
く
刻
ま
れ
た
衣
文
、
体
軀
の
穏
や
か
な
肉
取
り
、
さ
ら
に
降
三
世
明

王
立
像
と
深
沙
大
将
立
像
の
頭
部
が
小
さ
く
腰
高
の
体
形
な
ど
に
そ
の
年
代
の

特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本
群
像
に
は
、
厚
手
の
着
衣
表
現
、
衣

文
や
甲
各
部
の
深
い
彫
り
口
、
頭
部
が
大
き
め
で
体
の
重
心
が
低
い
体
形
な
ど

の
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
の
三
軀
と
は
制
作
年
代
を
異
に
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
作
風
、
姿
勢
、
及
び
着
衣
と
甲
制
の
特
色
か
ら
、

本
群
像
の
制
作
年
代
を
検
討
す
る
。

美術42_03濱田沙矢佳氏1C_三[37-62].indd   44 2021/02/25   18:34:01



45

福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
本
群
像
の
頭
部
が
大
き
め
な
体
形
に
つ
い
て
は
、
正
嘉
元
年
（
一
二

五
七
）
の
愛
知
・
浄
土
寺
十
二
神
将
像
や
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
か
ら

建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
頃
の
高
知
・
雪
蹊
寺
／
竹
林
寺
十
二
神
将
像
な
ど
、

十
三
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
の
十
二
神
将
像
に
、
似
た
特
徴
の
も
の
が
あ
る
。

　

前
章
で
本
群
像
の
作
風
を
三
つ
に
分
類
し
た
が
、
こ
の
う
ち
、
細
身
で
各
所

が
引
き
締
ま
っ
た
体
軀
の
Ⅰ
・
Ⅱ
グ
ル
ー
プ
の
表
現
は
、
建
保
五
年
（
一
二
一

七
）
奈
良
・
円
成
寺
四
天
王
像
や
、
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
山
梨
・
福
光
園

寺
持
国
天
像
・
多
聞
天
像
、
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
山
梨
・
東
光
寺
十
二
神

将
像
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
滋
賀
・
長
命
寺
四
天
王
像
な
ど
、
十
三
世
紀

前
半
か
ら
半
ば
の
作
例
に
通
ず
る
。
対
し
て
Ⅲ
グ
ル
ー
プ
の
五
軀
は
い
ず
れ
も

抑
揚
が
少
な
い
幅
広
の
体
軀
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
も
ま
た
、
建
永
二

年
（
一
二
〇
七
）
興
福
寺
東
金
堂
十
二
神
将
像
の
う
ち
因
達
羅
大
将
像
、
建
暦

元
年
（
一
二
一
一
）
滋
賀
・
金
剛
輪
寺
不
動
明
王
像
・
毘
沙
門
天
像
、
建
暦
二

年
同
寺
持
国
天
像
・
多
聞
天
像
、
雪
蹊
寺
十
二
神
将
像
の
う
ち
四
・
七
・
八
号

像
、
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
千
葉
・
多
聞
院
毘
沙
門
天
像
な
ど
、
十
三
世
紀

前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
作
例
に
認
め
ら
れ
る
。

　

体
の
動
き
の
表
現
は
、各
像
と
も
腰
を
捻
る
が
総
じ
て
動
勢
を
抑
え
て
お
り
、

申
神
像
を
例
外
と
し
て
大
き
な
動
作
を
す
る
も
の
は
な
い
。
側
面
観
で
も
、
い

ず
れ
も
前
後
へ
の
動
き
は
小
さ
い
。
こ
の
よ
う
に
体
の
動
き
が
控
え
め
で
あ
る

点
は
、
平
安
時
代
後
期
風
を
な
お
留
め
て
い
る
と
も
と
れ
る
が
、
愛
知
・
浄
土

寺
十
二
神
将
像
な
ど
十
三
世
紀
半
ば
の
作
例
に
も
類
似
し
た
特
徴
の
も
の
が
あ

る
。

　

表
情
は
、
開
口
し
て
怒
号
す
る
像
を
含
め
、
い
ず
れ
も
感
情
表
現
が
控
え
め

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
情
は
、
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
京
都
・
浄
瑠
璃
寺

馬
頭
観
音
菩
薩
像
や
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
奈
良
・
西
大
寺
愛
染
明
王
像
、

滋
賀
・
長
命
寺
四
天
王
像
な
ど
十
三
世
紀
半
ば
の
作
例
に
通
ず
る
特
徴
で
あ
る
。

特
に
本
群
像
の
う
ち
子
・
卯
・
未
・
戌
神
像
の
横
長
に
丸
く
開
い
た
口
は
、
長

命
寺
四
天
王
像
の
う
ち
開
口
す
る
持
国
天
像
・
増
長
天
像
の
口
の
作
り
方
に
近

い
。
こ
れ
に
関
し
て
、
明
通
寺
と
長
命
寺
が
い
ず
れ
も
都
の
周
縁
地
域
に
所
在

し
て
い
る
と
い
う
点
で
の
共
通
性
も
注
目
さ
れ
る
。

　

兜
を
被
ら
な
い
像
の
左
右
こ
め
か
み
上
方
に
あ
る
炎
髪
は
、
い
ず
れ
も
全
体

の
輪
郭
を
三
角
形
状
に
象
っ
た
う
え
で
、
毛
筋
を
疎
ら
彫
り
で
刻
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
類
似
し
た
炎
髪
の
表
現
に
、
東
京
・
観
音
寺
二
十
八
部
衆
像
の
う
ち
一

一
号
（
文
永
五
年
〔
一
二
六
八
〕）、
一
八
号
（
弘
安
十
一
年
〔
一
二
八
八
〕）、

二
四
号
が
あ
る
。
た
だ
し
、
観
音
寺
像
は
髪
筋
が
太
く
直
線
的
に
刻
ま
れ
て
い

る
が
、
本
群
像
で
は
髪
筋
に
う
ね
り
が
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
も
認
め
ら

れ
る
。

　

丑
神
像
の
腕
を
交
差
さ
せ
る
姿
勢
は
、
鎌
倉
期
に
多
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る（

（
（

。

　

着
衣
表
現
は
、
卯
神
像
の
兜
及
び
戌
神
像
と
辰
神
像
の
着
衣
に
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
的
な
形
式
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
卯
神
像
（
図
8
）
の
兜
は
、
頂
上
に
設
け
ら

れ
た
卯
頭
部
と
一
体
化
し
、
卯
が
大
き
く
象
徴
的
に
表
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
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的
で
あ
る
。
ま
た
戌
神
像
（
図
21
）
は
、
大
袖
衣
・
鰭
袖
衣
を
着
け
ず
に
両
腕

は
二
の
腕
か
ら
先
を
露
わ
に
し
、
甲
の
上
に
貫
頭
衣
を
重
ね
て
甲
締
具
等
で
締

め
て
い
る
が
、こ
れ
と
同
じ
着
衣
形
式
の
作
例
は
現
状
で
他
に
見
当
た
ら
な
い
。

十
二
神
将
像
の
着
衣
は
、
平
安
時
代
ま
で
の
作
例
は
一
般
的
な
甲
制
・
服
制
の

も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
鎌
倉
時
代
の
作
例
で
は
個
性
的
な
形
姿
の
像
が
し
ば

し
ば
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。こ
こ
で
挙
げ
た
表
現
も
、

そ
う
し
た
一
種
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　

辰
神
像
（
図
9
）
の
着
衣
は
、
左
右
に
分
か
れ
な
い
胸
甲
と
、
首
元
で
甲
の

下
か
ら
内
衣
の
端
を
引
き
出
し
て
垂
ら
す
表
現
が
特
徴
的
で
あ
る
。
簡
略
な
表

現
の
た
め
断
定
し
難
い
が
、
前
者
を
胸
甲
上
端
を
前
に
折
り
返
し
た
表
現
と
み

れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
た
着
衣
形
式
の
類
例
に
、
神
奈
川
・
曹

源
寺
十
二
神
将
立
像
（
十
二
～
十
三
世
紀
）
の
戌
神
像
が
あ
る
。
胸
甲
の
上
端

を
前
に
折
り
返
す
表
現
は
、
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
再
興
の
東
大
寺
大
仏
殿

四
天
王
像
を
典
拠
と
す
る
大
仏
殿
様
四
天
王
像
の
う
ち
の
広
目
天
像
に
例
が
あ

り
（
（1
（

、
同
時
代
の
十
二
神
将
像
な
ど
に
も
採
用
さ
れ
た
例
が
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、
首
元

か
ら
衣
を
垂
ら
す
表
現
は
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
の
神
奈
川
・
浄
楽
寺
毘

沙
門
天
像
を
初
例
と
し
、
鎌
倉
時
代
慶
派
に
よ
る
作
例
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
過
去
の
作
例
に
同
じ
形
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
的
な
形
状
で
あ
る
こ
と
が
奥

健
夫
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
辰
神
像
の
着
衣
は
、
こ
れ
ら
の
鎌
倉
時
代

に
成
立
し
た
形
式
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
た
表
現
と
い
え
る
。
曹
源
寺
戌

神
像
の
先
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
は
当
時
一
定
程
度
流
布
し
た
着
衣
表
現
で

あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
戌
・
辰
神
像
以
外
の
諸
像
の
甲
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
特
徴

を
整
理
す
る
と
、
①
い
ず
れ
も
肩
を
大
き
く
覆
う
襟
甲
な
い
し
領
巾
を
着
け
て

い
る
。
②
表
甲
下
縁
の
表
現
は
、
左
右
や
や
背
面
寄
り
に
入
り
が
作
ら
れ
て
い

る
も
の
（
子
・
午
神
像
〔
図
26
・
25
〕）
と
、
入
り
が
作
ら
れ
ず
一
直
線
で
あ

る
も
の
（
そ
の
他
の
十
軀
〔
図
27
・
29
・
30
〕）
が
混
在
す
る
。
③
背
面
の
獣

皮
は
、
亥
神
像
（
図
31
）
の
み
先
端
が
滴
形
に
垂
れ
、
他
の
十
一
軀
（
図
26
・

28
）
は
下
縁
が
真
っ
直
ぐ
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
明
通
寺
像

の
甲
制
に
は
、
平
安
時
代
後
期
以
来
の
院
政
期
様
甲
制
と
、
鎌
倉
時
代
に
成
立

し
た
甲
制
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
混
在
し
て
い
る
と
い
え
る（

（1
（

。

　

こ
こ
ま
で
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
本
群
像
の
作
風
に
は
十
三
世
紀
、
特
に

半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
基
準
作
に
通
ず
る
特
徴
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
成

立
し
た
新
し
い
表
現
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
構
造
や
甲
制
の
一

部
な
ど
に
な
お
古
様
な
要
素
を
留
め
て
お
り
、新
旧
の
特
徴
が
混
在
し
て
い
る
。

加
え
て
、
造
形
に
は
全
体
的
に
素
朴
さ
が
あ
る
。
こ
の
点
で
本
群
像
と
対
比
さ

れ
る
作
例
が
、
宮
城
・
陸
奥
国
分
寺
十
二
神
将
像
で
あ
る
。
陸
奥
国
分
寺
像
は
、

「
穏
や
か
さ
を
残
し
た
表
現
は
平
安
後
期
の
風
が
濃
い
」
も
の
の
、「
ど
こ
か
垢

抜
け
な
い
面
貌
や
体
つ
き
」
な
ど
は
平
泉
藤
原
氏
支
配
下
の
時
期
の
造
像
と
は

考
え
難
く
、
加
え
て
「
多
様
な
姿
勢
・
服
制
・
表
情
」
を
示
す
こ
と
か
ら
鎌
倉

時
代
前
半
の
制
作
と
推
定
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
新
旧
の
特
徴
が
混
在
す
る
鎌
倉
時
代
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福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

の
地
方
造
像
作
例
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
群
像
の
、
基
準
作
と
通
ず
る

特
徴
の
中
に
も
素
朴
さ
や
古
様
な
要
素
を
併
せ
持
つ
造
形
の
あ
り
よ
う
は
、
陸

奥
国
分
寺
像
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
群
像
は
十
三
世

紀
後
半
の
地
方
造
像
作
例
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

四　

明
通
寺
史
へ
の
位
置
付
け

　

本
群
像
の
造
像
の
経
緯
な
ど
を
記
す
史
料
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
制
作
年

代
と
考
え
ら
れ
る
十
三
世
紀
後
半
は
、
明
通
寺
の
再
興
及
び
本
堂
建
立
の
時
期

と
ま
さ
に
一
致
す
る
。明
通
寺
の
再
興
に
つ
い
て
は
、「
明
通
寺
縁
起
等
写
」（『
明

通
寺
文
書
』
四
一
）
所
収
の
「
本
檀
那
田
邑
麿
大
納
言
事
」
に
記
さ
れ
て
い

る
（
（1
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
院
主
頼
禅
に
よ
っ
て
本
堂
（
正
嘉
二
年
〔
一
二

五
八
〕
棟
上
げ
、
文
永
二
年
〔
一
二
六
五
〕
供
養
）、
仁
王
堂
（
山
門
）（
文
永

元
年
〔
一
二
六
四
〕
建
立
）、
洪
鐘
（
文
永
四
年
〔
一
二
六
七
〕）、
三
重
塔
（
文

永
七
年
〔
一
二
七
〇
〕
棟
上
げ
）
な
ど
、
明
通
寺
の
主
要
伽
藍
が
次
々
に
整
備

さ
れ
て
い
る
。
本
群
像
は
こ
の
明
通
寺
再
興
の
一
環
と
し
て
、
本
堂
の
建
立
に

伴
い
造
像
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
尊
薬
師
如
来
坐
像
に
関
し
て
は
、
中
世
の
明
通
寺
文
書
に
そ
の
信
仰
の
様

子
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
の
「
明
通
寺
住
僧
観

西
申
状
案
（
（1
（

」
に
は
、
同
寺
伽
藍
に
安
置
さ
れ
て
以
降
、
堂
舎
が
不
慮
の
火
災
で

灰
燼
と
帰
し
た
際
に
も
、
仏
像
は
不
可
思
議
な
力
が
そ
う
さ
せ
た
た
め
か
炎
上

を
免
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
通
寺
再
興
後
の
諸
史
料
に
も
、
薬
師
如

来
坐
像
が
様
々
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に
加
え
（
（1
（

、
像
の
成
り
立
ち
に
お
い
て

由
緒
の
あ
る
霊
験
仏
で
あ
る
こ
と
や
、
自
ら
の
意
思
で
動
く
生
身
の
仏
像
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
お
り（

（1
（

、
中
世
を
通
し
て
格
別
な
信
仰
を
集
め
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
眷
属
と
し
て
造
像
さ
れ
た
本
群
像
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
を
伝

え
る
史
料
が
、
明
通
寺
文
書
中
に
確
認
で
き
る
。
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
以

前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
明
通
寺
鍾
鋳
勧
進
帳
」（『
明
通
寺
文
書
』
四
）
に
は

次
の
よ
う
に
あ
る
。

夫
以
当
伽
藍
者
、
十
二
大
願
伊
王
薄
伽
霊
地
、（
中
略
）
二
六
神
将
現
忿

怒
之
形
、
摩
頂
帰
依
之
輩
、
七
千
夜
叉
示
降
伏
体
、
守
護
渇
仰
之
族
（
（1
（

。

　

明
通
寺
の
伽
藍
は
薬
師
如
来
の
霊
地
で
あ
り
、
十
二
神
将
は
忿
怒
の
姿
を
現

し
て
、
薬
師
如
来
に
帰
依
す
る
輩
を
摩
頂
し
、
十
二
神
将
の
眷
属
の
七
千
の
夜

叉
は
魔
障
を
降
伏
す
る
姿
を
示
し
て
、
薬
師
如
来
を
信
仰
す
る
仲
間
を
守
護
す

る
と
い
う
。
本
史
料
で
勧
進
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
梵
鐘
は
、
頼
禅
に
よ
る
明

通
寺
再
興
の
一
環
と
し
て
文
永
四
年
に
作
ら
れ
た
も
の
に
あ
た
り
、
こ
の
記
述

は
頼
禅
周
辺
の
考
え
方
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
の
「
明
通
寺
三
重
宝
塔
上
葺
勧
進
帳
」（『
明
通
寺

文
書
』
一
〇
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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脇
士
者
二
六
神
将
之
忿
怒
、
悪
魔
降
伏
之
儀
有
恃
（
（2
（

。

　

脇
侍
は
十
二
神
将
の
忿
怒
形
で
あ
り
、
悪
魔
降
伏
の
こ
と
に
期
待
が
あ
る
と

い
う
。

　

ま
た
、「
明
通
寺
縁
起
等
写
」（『
明
通
寺
文
書
』
四
一
）
所
収
の
「
若
州
遠

敷
郡
棡
山
明
通
寺
縁
起
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

十
二
神
将
各
々
率
七
千
夜
叉
払
二
六
時
中
障
難
（
（2
（

。

　

十
二
神
将
は
各
々
七
千
の
夜
叉
を
率
い
て
、
十
二
時
の
中
の
障
難
を
払
う
と

い
う
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
で
は
い
ず
れ
も
、
七
千
の
夜
叉
を
眷
属
と
し
て
従
え
て
、
魔

障
や
障
難
を
除
き
、
信
者
を
守
護
す
る
と
い
う
十
二
神
将
の
働
き
が
具
体
的
に

示
さ
れ
て
い
る
。
十
二
神
将
の
教
義
上
の
典
拠
で
あ
る
『
薬
師
琉
璃
光
如
来
本

願
功
徳
経
』
な
ど
の
薬
師
経
典
に
よ
れ
ば
、一
切
衆
生
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
、

特
に
薬
師
如
来
を
信
仰
す
る
者
を
守
り
、
一
切
の
苦
難
か
ら
離
脱
さ
せ
、
そ
の

あ
ら
ゆ
る
願
い
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
十
二
神
将
の
基
本
的
な
役
割
と
さ
れ

る
（
（2
（

。
明
通
寺
再
興
に
あ
た
り
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
の
脇
侍
と
し
て
加
え
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
本
群
像
は
、
明
通
寺
へ
の
信
仰
を
募
る
勧
進
の
場
や
、
同
寺
の

由
緒
を
説
く
縁
起
に
お
い
て
、
経
説
に
基
づ
き
、
本
尊
に
帰
依
す
る
人
々
を
守

護
す
る
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
受
容
さ
れ
た
。
勧
進
や
縁
起
の
中
で
そ

れ
が
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
、
及
び
本
尊
を
中
心
と
す
る
明

通
寺
と
人
々
と
を
結
び
つ
け
、
信
仰
を
促
す
う
え
で
、
そ
の
仲
立
ち
と
し
て
の

役
割
を
担
う
十
二
神
将
に
改
め
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ

ろ
う
。お

わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
福
井
・
明
通
寺
十
二
神
将
立
像
の
基
礎
情
報
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、作
風
と
制
作
年
代
及
び
寺
史
へ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

　

本
群
像
は
、
造
形
の
特
徴
か
ら
十
三
世
紀
後
半
の
制
作
と
考
え
ら
れ
、
当
初

像
一
具
が
そ
ろ
う
十
二
神
将
像
と
し
て
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。
こ
の
制
作
年
代

は
、
先
行
研
究
の
指
摘
の
と
お
り
明
通
寺
再
興
の
時
期
と
ま
さ
に
合
致
し
て
お

り
、
本
群
像
は
本
堂
建
立
に
伴
い
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
の
脇
侍
像
と
し
て
加
え

ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
複
数
の
仏
師
に
よ
る
分
担
制
作
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
や
、
そ
の
造
形
に
当
時
の
地
方
作
の
特
色
を
有
す
る
こ
と
な
ど
、
中
世

の
地
方
造
像
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
示
す
作
例
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
中
世
に
お
け
る
信
仰
の
様
相
が
史
料
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る
点

も
重
要
で
あ
る
。
明
通
寺
文
書
に
は
、
十
二
神
将
が
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
に
信

仰
を
寄
せ
る
人
々
を
守
り
、
悪
魔
や
障
難
を
払
う
こ
と
が
語
ら
れ
て
お
り
、
当

時
の
明
通
寺
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
に
お
い
て
、
本
群
像
に
向
け
ら
れ
た
眼

差
し
の
あ
り
よ
う
を
伝
え
て
い
る
。
明
通
寺
本
堂
建
立
に
あ
た
り
加
え
ら
れ
た
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福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

本
群
像
は
、
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
と
人
々
の
仲
立
ち
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ

れ
、
さ
ら
に
そ
の
信
仰
を
高
め
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
役
割
は
、
明
通
寺

が
中
世
寺
院
と
し
て
の
再
生
を
図
る
に
あ
た
り
必
要
と
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

　

古
い
薬
師
如
来
像
の
眷
属
と
し
て
中
世
に
十
二
神
将
像
が
加
え
ら
れ
た
例

は
、
明
通
寺
以
外
に
も
地
域
を
問
わ
ず
多
数
存
在
し
て
お
り（

（2
（

、
こ
の
当
時
、
十

二
神
将
に
対
す
る
期
待
が
改
め
て
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

中
世
の
薬
師
信
仰
の
世
界
観
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
群

像
は
そ
れ
を
考
察
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
作
例
で
あ

る
。【

註
】

（
1
）	

特
別
展
「
明
通
寺
一
二
〇
一
―
坂
上
田
村
麻
呂
と
若
狭
―
」（
二
〇
〇
七
年

十
月
六
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
。
於
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
）。

本
群
像
十
二
軀
の
う
ち
三
軀
が
出
陳
さ
れ
た
。

（
2
）	

芝
田
寿
朗
「
十
二
神
将
立
像
」
作
品
解
説
、
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料

館
編
『
明
通
寺
一
二
〇
一
―
坂
上
田
村
麻
呂
と
若
狭
―
』、
同
館
、
二
〇
〇

七
年
。

（
3
）	

特
別
展
「
知
ら
れ
ざ
る
み
ほ
と
け
～
中
世
若
狭
の
仏
像
～
」（
二
〇
一
七
年

九
月
三
十
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
ま
で
。
於
福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
）。

（
4
）	

前
掲
註
3
の
特
別
展
の
展
示
及
び
展
示
解
説
図
録
で
は
、
明
通
寺
に
お
け
る

従
来
の
呼
称
に
従
い
名
称
を
表
示
し
た
た
め
、
寅
神
像
と
戌
神
像
の
表
示
が

本
稿
と
は
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
濱
田
沙
矢
佳
「
十
二
神
将
立
像
」
作
品
解

説
、
福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
編
『
知
ら
れ
ざ
る
み
ほ
と
け
～
中
世
若
狭

の
仏
像
～
』、
同
館
、
二
〇
一
七
年
。

（
5
）	

子
神
像
以
下
十
二
支
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
か
ら
十
二
ま
で
の
数
字
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
寅
神
像
に
九
、
申
神
像
に
三
と
あ
り
、
現
状
こ
の
二

軀
の
光
背
受
は
入
れ
替
わ
っ
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）	

川
瀬
由
照
氏
は
、「
平
安
中
期
以
降
に
標
幟
を
つ
け
た
十
二
神
将
像
が
現
れ

て
く
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
川
瀬
由
照
『
日
本
の
美
術　

五
一
八　

十
二
支

―
時
と
方
位
の
意
匠
』、ぎ
ょ
う
せ
い
、二
〇
〇
九
年
。
ま
た
中
野
照
男
氏
は
、

十
二
神
将
と
十
二
支
が
結
び
つ
い
た
時
期
を
平
安
時
代
後
期
以
降
と
し
て
い

る
。
中
野
照
男
『
日
本
の
美
術　

三
八
一　

十
二
神
将
像
』、
至
文
堂
、
一

九
九
八
年
。

（
7
）	

例
え
ば
、
奈
良
・
興
福
寺
東
金
堂
十
二
神
将
像
（
建
永
二
年
〔
一
二
〇
七
〕）

は
、
十
二
軀
の
間
の
作
風
や
出
来
映
え
、
彩
色
の
仕
方
の
差
異
な
ど
か
ら
、

制
作
に
複
数
の
仏
師
の
関
与
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
松
田
誠
一
郎
「
十
二
神

将
立
像
」
作
品
解
説
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
・
岡
崎
市
美
術
博
物
館
・

山
口
県
立
美
術
館
・
大
阪
市
立
美
術
館
・
仙
台
市
博
物
館
・
朝
日
新
聞
社
編

『「
興
福
寺
国
宝
展　

鎌
倉
復
興
期
の
み
ほ
と
け
」
図
録
』、
朝
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
四
年
。
芹
生
春
菜
「
木
造
十
二
神
将
立
像
」
作
品
解
説
、
東
京
藝
術

大
学
大
学
美
術
館
・
法
相
宗
大
本
山
興
福
寺
・
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
興
福

寺
創
建
一
三
〇
〇
年
記
念　

国
宝
興
福
寺
仏
頭
展　

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
』、

日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
三
年
。

	

　

ま
た
、
山
梨
・
大
善
寺
十
二
神
将
像
は
、
銘
記
等
か
ら
嘉
禄
三
年
（
一
二

二
七
）
か
ら
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
頃
の
蓮
慶
及
び
そ
の
周
辺
仏
師
の
作

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
鈴
木
麻
里
子
氏
は
、
当
初
像
十
一
軀
の
う
ち
様
式
や

構
造
に
や
や
古
風
な
特
徴
を
留
め
る
二
軀
を
在
地
仏
師
の
作
と
判
断
し
て
い

る
。
鈴
木
麻
里
子
「
大
善
寺
日
光
・
月
光
菩
薩
像
及
び
十
二
神
将
像
に
つ
い
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て
」、
羽
中
田
壯
雄
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
甲
斐
の
美
術
・
建

造
物
・
城
郭
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
二
年
。

（
8
）	
武
笠
朗
「
兵
庫
・
東
山
寺
蔵
石
清
水
護
国
寺
旧
在
の
大
江
匡
房
奉
納
真
快
作

十
二
神
将
像
」、『
仏
教
芸
術
』
二
〇
三
、
一
九
九
二
年
。

（
9
）	

金
子
啓
明
氏
は
、
十
二
世
紀
の
十
二
神
将
像
の
作
例
で
は
十
二
軀
間
の
個
性

的
表
現
が
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、「
十
三
世
紀
の
十
二
神
将
像
中
に
は
、

十
二
世
紀
の
作
品
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
、草
履
を
は
く
も
の
（
法
界
寺
卯
・

酉
神
）
や
、
裸
足
と
す
る
も
の
（
室
生
寺
卯
神
）、
あ
る
い
は
、
金
剛
力
士

像
か
ら
触
発
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
腰
裳
を
着
け
る
だ
け
の
裸
形
像
（
法
界
寺

亥
神
）
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
形
姿
の
像
が
み
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
金

子
啓
明
「
伝
浄
瑠
璃
寺
旧
蔵
の
十
二
神
将
像
に
つ
い
て
―
そ
の
図
像
と
造
形

表
現
を
中
心
に
―
」、『
M
U
S
E
U
M
』
三
五
九
、
一
九
八
一
年
。

	

　

井
上
一
稔
氏
は
、
法
界
寺
十
二
神
将
像
の
う
ち
、
上
半
身
裸
形
や
素
肌
に

鎧
を
着
す
像
容
に
つ
い
て
、
鎌
倉
時
代
に
登
場
し
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。

井
上
一
稔
「
法
界
寺
の
寺
宝　

薬
師
仏
の
桜
と
定
朝
仏
の
面
影
に
迫
る
」、

岩
城
秀
親
・
井
上
章
一
『
古
寺
巡
礼
京
都
二
五　

法
界
寺
』、
淡
交
社
、
二

〇
〇
八
年
。

（
10
）	

山
口
隆
介
氏
は
、
曹
源
寺
像
の
胸
甲
の
形
式
に
大
仏
殿
様
四
天
王
像
の
広
目

天
像
が
着
想
を
与
え
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
山
口
隆
介
「
鎌
倉
時
代

前
期
の
十
二
神
将
造
像
と
図
像
」、『
平
成
十
八
年
度
―
平
成
二
〇
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
））
研
究
成
果
報
告
書　

仏
教
美
術
に
お

け
る
絵
画
と
彫
刻
』（
研
究
代
表
者
・
責
任
編
集　

藤
岡
穣
）、
二
〇
〇
九
年
。

（
11
）	

広
島
・
棲
真
寺
二
十
八
部
衆
立
像
（
十
三
世
紀
）
の
満
善
車
王
立
像
・
金
色

孔
雀
王
立
像
や
、
千
葉
・
瀧
水
寺
十
二
神
将
像
（
十
三
世
紀
後
半
）
の
九
号

像
な
ど
。

（
12
）	

奥
健
夫
「
東
大
寺
西
大
門
勅
額
付
属
の
八
天
王
像
に
つ
い
て
」、『
南
都
仏
教
』

八
一
、
二
〇
〇
二
年
。

（
13
）	

院
政
期
様
甲
制
と
、
運
慶
作
品
に
お
い
て
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
甲
制
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、野
口
景
子
氏
が
次
の
論
文
で
論
じ
て
い
る
。
野
口
景
子「
十

二
世
紀
第
四
四
半
期
の
神
将
像
甲
制
と
仏
師
康
慶
―
東
大
寺
持
国
天
・
多
聞

天
像
と
興
福
寺
中
金
堂
四
天
王
像
を
中
心
に
―
」、『
仏
教
芸
術
』
二
八
三
、

二
〇
〇
五
年
。

（
14
）	

酒
井
昌
一
郎
「
陸
奥
国
分
寺
の
不
動
明
王
・
毘
沙
門
天
・
十
二
神
将
」、『
仙

台
市
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
第
二
三
号
・
平
成
十
四
年
度
、
二
〇
〇
三
年
。

（
15
）	

小
浜
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
小
浜
市
史　

社
寺
文
書
編
』、
小
浜
市
役
所
、

一
九
七
六
年
、
六
二
九
―
六
三
一
頁
。
以
下
、『
明
通
寺
文
書
』
は
す
べ
て

同
書
に
拠
る
。

	

　

な
お
「
本
檀
那
田
邑
麿
大
納
言
事
」
は
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
十
一
月

付
、「
明
通
寺
縁
起
等
写
」
は
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
四
月
二
十
五
日
書

写
の
史
料
で
あ
る
。

（
16
）	『
明
通
寺
文
書
』
二
。『
小
浜
市
史　

社
寺
文
書
編
』
五
九
八
―
五
九
九
頁
。

（
17
）	

衆
病
悉
除
の
誓
い
に
誤
り
が
な
い
こ
と
（「
明
通
寺
三
重
宝
塔
上
葺
勧
進
帳
」

〔『
明
通
寺
文
書
』
一
〇
〕、
元
応
二
年
〔
一
三
二
〇
〕
八
月
一
日
。『
小
浜
市

史　

社
寺
文
書
編
』
六
〇
一
頁
）
や
、
不
老
不
死
の
良
薬
を
施
し
て
、
無
染

無
着
の
智
水
を
澄
ま
す
た
め
、
衆
病
悉
除
の
願
に
頼
み
が
あ
り
、
安
住
正
見

の
誓
い
に
違
う
こ
と
は
な
い
こ
と
（「
明
通
寺
縁
起
等
写
」〔『
明
通
寺
文
書
』

四
一
〕
所
収
「
若
州
遠
敷
郡
棡
山
明
通
寺
縁
起
」、応
安
七
年
以
前
成
立
。『
小

浜
市
史　

社
寺
文
書
編
』
六
二
八
頁
）
な
ど
。

（
18
）	

生
身
の
薬
師
如
来
が
変
じ
た
棡
木
を
用
い
て
造
立
さ
れ
た
像
で
あ
り
、
自
ら

動
い
て
火
災
の
難
を
三
度
逃
れ
た
こ
と
（「
明
通
寺
衆
徒
等
奏
上
案
」〔『
明

通
寺
文
書
』
一
五
〕、
建
武
元
年
〔
一
三
三
四
〕
十
二
月
。『
小
浜
市
史　

社

寺
文
書
編
』
六
〇
五
頁
）
や
、
薬
師
如
来
の
変
化
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
こ

美術42_03濱田沙矢佳氏1C_三[37-62].indd   50 2021/02/25   18:34:01



51

福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

の
世
に
現
れ
て
、
光
明
を
放
つ
棡
木
を
以
て
自
ら
仏
身
を
彫
刻
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
（「
明
通
寺
縁
起
等
写
」〔『
明
通
寺
文
書
』
四
一
〕
所
収
「
若
州

遠
敷
郡
棡
山
明
通
寺
縁
起
」。『
小
浜
市
史　

社
寺
文
書
編
』
六
二
八
頁
）
な

ど
。

	

　

光
明
を
放
つ
霊
木
に
よ
り
仏
像
が
作
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
は
古
代
か
ら
類

例
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
霊
験
を
起
こ
す
仏
像
を
得
る
こ
と
を
期
待
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
長
岡
龍
作
『
日
本
文
化 

私
の
最
新
講
義
〇
二　

仏
像
―
祈
り
と
風
景
』、
敬
文
舎
、
二
〇
一
四
年
参
照
。
ま
た
、
神
仏
あ
る

い
は
そ
の
化
身
を
仏
像
の
作
者
と
す
る
伝
承
は
、
中
世
の
霊
験
仏
の
縁
起
に

し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
杉
﨑
貴
英
「
仏
師
が
登
場
す
る
中
世
の
霊
験
仏
縁
起

を
め
ぐ
っ
て
」、『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
二
〇
（
一
）〔
通
三
九
号
〕、
二

〇
一
六
年
参
照
。

（
19
）	『
小
浜
市
史　

社
寺
文
書
編
』
五
九
九
頁
。
異
体
字
等
は
適
宜
常
用
漢
字
に

改
め
た
、
以
下
同
じ
。

（
20
）	『
小
浜
市
史　

社
寺
文
書
編
』
六
〇
一
―
六
〇
二
頁
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の

記
述
が
、「
明
通
寺
縁
起
等
写
」（『
明
通
寺
文
書
』
四
一
）
所
収
「
坂
上
田

村
丸
本
記
事
」（『
小
浜
市
史　

社
寺
文
書
編
』
六
二
九
頁
）
に
も
あ
る
。

（
21
）	『
小
浜
市
史　

社
寺
文
書
編
』
六
二
八
頁
。

（
22
）	

由
木
義
文
・
蓑
輪
顕
量
・
西
本
照
真
校
註
『
新
国
訳
大
蔵
経　

七　

浄
土
部　

三
』、
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
一
八
四
―
一
八
五
頁
、
二
一
七
―
二
一

八
頁
。
原
典
は
『
大
正
蔵
』
十
四
、
四
〇
八
頁
、
四
一
六
頁
。

（
23
）	

古
い
薬
師
如
来
像
に
、
後
の
時
代
に
新
た
に
眷
属
と
し
て
十
二
神
将
像
が
加

え
ら
れ
る
こ
と
の
先
例
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
延
暦
寺
根
本
中
堂
と
広
隆
寺

で
あ
る
。
両
寺
で
は
、
十
一
世
紀
に
相
次
い
で
本
尊
薬
師
如
来
像
の
た
め
に

日
光
・
月
光
菩
薩
像
及
び
十
二
神
将
像
が
寄
進
さ
れ
た
が
、
そ
の
契
機
と
し

て
、
霊
験
あ
る
薬
師
仏
に
対
す
る
当
時
の
特
別
な
信
仰
が
背
景
に
あ
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
松
浦
正
昭
「
十
二
神
将
立
像
」
作
品
解
説
、
松
島
健
監

修
・
長
岡
龍
作
責
任
編
集
『
極
美
の
国
宝
仏　

国
宝　

広
隆
寺
の
仏
像
（
下

巻
）
第
九
冊　

解
説
』、
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二
〇
〇
二
年
。
こ
の

よ
う
な
事
例
を
踏
ま
え
、
今
後
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
付
記
】

　

図
版
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
明
通
寺
御
住
職
中
嶌
哲
演
様
よ
り
格
別
の
ご
高
配

を
賜
り
、
福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な

が
ら
こ
こ
に
記
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
図
版
出
典
】

図
1
～
31　

福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
所
蔵
写
真
、
武
藤
茂
樹
氏
撮
影
。
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図2　同　子神像　頭部正面

図4　同　丑神像　頭部正面

図1　�十二神将立像　子神像　�
福井・明通寺

図3　�十二神将立像　丑神像　�
福井・明通寺
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福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

図6　同　寅神像　頭部正面

図8　同　卯神像　頭部左斜側面

図5　�十二神将立像　寅神像　�
福井・明通寺

図7　�十二神将立像　卯神像　�
福井・明通寺
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図10　同　辰神像　頭部左斜側面

図12　同　巳神像　頭部正面

図9　�十二神将立像　辰神像　�
福井・明通寺

図11　�十二神将立像　巳神像　�
福井・明通寺
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福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

図14　同　午神像　頭部正面

図16　同　未神像　頭部正面

図13　�十二神将立像　午神像　�
福井・明通寺

図15　�十二神将立像　未神像　�
福井・明通寺
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図18　同　申神像　頭部左斜側面

図20　同　酉神像　頭部左斜側面

図17　�十二神将立像　申神像　�
福井・明通寺

図19　�十二神将立像　酉神像　�
福井・明通寺
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福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

図22　同　戌神像　頭部正面

図24　同　亥神像　頭部正面

図21　�十二神将立像　戌神像　�
福井・明通寺

図23　�十二神将立像　亥神像　�
福井・明通寺
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図26　�十二神将立像　子神像　背面�
福井・明通寺

図28　�十二神将立像　未神像　背面�
福井・明通寺

図25　�十二神将立像　午神像　左側面�
福井・明通寺

図27　�十二神将立像　酉神像　左側面�
福井・明通寺
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福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

図30　�十二神将立像　卯神像　左側面�
福井・明通寺

図29　�十二神将立像　申神像　左側面�
福井・明通寺

図31　�十二神将立像　亥神像　背面�
福井・明通寺
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表
1
　
明
通
寺
十
二
神
将
立
像
　
法
量（
単
位
cm
）

子
神
像

丑
神
像

寅
神
像

卯
神
像

辰
神
像

巳
神
像

午
神
像

未
神
像

申
神
像

酉
神
像

戌
神
像

亥
神
像

像
高

一
〇
七
・
〇

一
一
一
・
〇

一
〇
八
・
〇

一
一
一
・
五

一
〇
九
・
〇

一
〇
七
・
〇

一
〇
五
・
〇

一
一
〇
・
〇

一
〇
八
・
五

一
〇
九
・
四

一
〇
六
・
〇

一
〇
六
・
八

髪
際
高

九
一
・
八

九
〇
・
〇

九
二
・
八

九
〇
・
〇

八
二
・
五

九
〇
・
四

八
九
・
五

九
一
・
五

九
一
・
〇

九
一
・
〇

九
〇
・
五

九
〇
・
〇

頂
―
顎

二
六
・
〇

三
〇
・
七

二
八
・
四

三
二
・
三

二
八
・
五

二
六
・
三

三
四
・
五

三
五
・
七

―

二
八
・
三

二
四
・
七

二
八
・
〇

面
長

一
〇
・
六

一
三
・
〇

一
二
・
〇

一
〇
・
二

一
一
・
〇

一
〇
・
〇

一
一
・
〇

一
一
・
五

一
一
・
三

一
〇
・
〇

一
〇
・
六

一
一
・
〇

面
幅

一
〇
・
三

一
〇
・
二

一
〇
・
六

九
・
四

一
〇
・
〇

一
〇
・
一

一
〇
・
六

一
〇
・
二

一
一
・
〇

九
・
七

一
〇
・
〇

九
・
五

耳
張

一
三
・
四

一
四
・
五

一
三
・
〇

―

―

一
四
・
二

一
三
・
二

一
四
・
六

一
三
・
一

―

一
四
・
五

―

面
奥

一
四
・
六

一
四
・
七

一
四
・
七

一
八
・
七

一
三
・
四

一
六
・
一

一
六
・
二

一
六
・
二

一
五
・
五

一
七
・
二

一
五
・
三

一
五
・
〇

胸
奥

（
左
）一
七
・
七
（
左
）一
七
・
〇

（
右
）一
七
・
七
（
右
）一
八
・
七
（
左
）一
九
・
八

（
右
）二
〇
・
五
（
左
）一
七
・
〇
（
左
）二
一
・
三
（
左
）一
九
・
〇

（
右
）二
〇
・
三
（
右
）一
九
・
二
（
左
）一
九
・
〇

（
右
）二
二
・
〇
（
右
）二
二
・
〇
（
右
）一
六
・
二
（
左
）一
九
・
〇

（
右
）一
八
・
六

腹
奥

―

一
九
・
五

二
〇
・
三

二
一
・
八

―

二
二
・
四

二
一
・
四

二
〇
・
五

二
〇
・
五

―

二
〇
・
四

二
一
・
〇

肘
張

―

―

―

―

四
八
・
七

―

四
五
・
二

―

―

―

四
三
・
九

―

袖
裾
張

五
三
・
八

―

三
九
・
七

―

―

―

―

―

―

―

―

―

裙
裾
張

―

三
〇
・
〇

―

三
二
・
六

三
〇
・
三

三
二
・
八

―

二
九
・
五

―

三
二
・
五

二
八
・
九

―

足
先
開
（
内
）二
四
・
〇
（
内
）一
五
・
二
（
内
）一
九
・
〇
（
内
）二
四
・
五
（
内
）二
〇
・
五
（
内
）二
三
・
八
（
内
）二
〇
・
〇
（
内
）一
九
・
九
（
内
）二
五
・
〇
（
内
）二
〇
・
八
（
内
）一
九
・
〇
（
内
）二
一
・
〇

（
外
）三
二
・
三
（
外
）二
五
・
二
（
外
）二
九
・
五
（
外
）三
四
・
三
（
外
）三
一
・
〇
（
外
）三
三
・
〇
（
外
）二
九
・
五
（
外
）三
一
・
五
（
外
）三
四
・
六
（
外
）三
二
・
五
（
外
）二
九
・
六
（
外
）三
〇
・
七
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福
井
・
明
通
寺
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

戌 申 午

亥 酉 未

（深沙大将）

（薬師如来）

辰 寅 子

巳 卯 丑

（降三世明王）

表2　明通寺十二神将立像　配置
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5

SUMMARY

On the Statues of the Twelve Divine Generals at 
Myotsu-ji Temple in Fukui

Sayaka HAMADA

This paper will introduce basic information regarding the statues of the Twelve 
Divine Generals which were preserved to Myotsu-ji Temple in Obama City, Fukui 
Prefecture, and consider the style and period of their production, as well as their 
position in Myotsu-ji Temple’s history.

This group of statues is an example which has not been introduced in great detail 
thus far, but it is a valuable one, as it has included all twelve deities from the outset. 
In this paper, I would like to show that through examination of the style, clothing, 
and shape of armor of this group of statues, it is thought to have been made in the 
Kamakura period (13th century), and hypothesized to have been collaboratively created 
by multiple sculptors of Buddhist images.

The period of production for this group of statues coincides with the time at 
which Myotsu-ji Temple was reconstructed. It is thought that the statues were created 
as kenzoku (disciples or followers) of Seated Yakushi Nyorai (Skt.Bhaisajyaguru) (Heian 
period, 11-12th century), the principal image of worship at the temple. Documents held 
by Myotsu-ji Temple state that the Twelve Divine Generals were considered to be the 
guardians of those who devoted themselves to the temple’s principal image of worship, 
revealing the aspect of belief in this group of statues in the Middle Ages. There are 
many examples of the addition of statues of the Twelve Divine Generals as kenzoku 
to older Yakushi Nyorai (Skt.Bhaisajyaguru) in the Middle Ages. The example of this 
group of statues will serve as a hint to considering these as well.
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